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研究結果の概要 

 本研究では WiFi 信号のマルチスタティックドップラー処理に基づく個人識別を目指し、

（１）歩行に基づく個人識別の高精度化、（２）拾得動作による個人識別、（３）ピースサインを

出す動作での個人識別の３つの課題に取り組んだ。このためにマルチスタティック WiFi に基づ

くドップラー計測実験系(下図)を構築し、個人識別のための検討を行った。その結果（１）と（２）

については高精度な個人識別に成功した。（３）についてはまだ検討が不十分であるものの、その

可能性を示す結果が得られた。 

 （１）において生成された歩行者のドップラー画像を深層学習に入力して個人識別した結果、

25 人の識別に 99%程度と高精度な個人識別を達成した。またデータ生背に用いた窓関数幅は従

来のレーダ歩行計測に基づく個人識別の先行研究よりも大幅に短く、高い時間分解能が個人識別

に有用であることを示した。 

 （２）について、（１）と同様のシステム・方法で検討した結果、平均識別精度は 85.9 %であ

り、拾得動作による個人識別の可能性を示した。 

 （３）について、被験者は簡単のため 2 名として実験した結果、概ね 70 %程度の精度であるも

のの、ランダム 2 名を分類した場合よりは有意に高い精度となったため、2 名の識別の可能性が

示唆された。 

 

 

今後の展開 

 当初適用を予定していた Wigner 分布に基づく方法が予想に反して高精度を達成できなかった

ものの、マルチスタティック処理に基づく分解能の最適化により高精度を達成した。しかし、時

間周波数の高分解能化も重要課題であるため、引き続きこの方法について探求が必要である。ま

た、前述のピースサインによる個人識別についてはまだ有用性を示せていないので、被験者数を

増やす、歩容認証同様に多様な時間周波数解析法の適用を検討するなどが必要となる。 

 

 

図. 実験のセットアップ 


